
〔施策名〕 〔２３の施策目標〕 〔第１次事業計画期間に取り組む３５の事業〕

土砂供給の回復

汽水的な環境の創出

海と陸との自然のつながる場所を増やす

干潟化の試験
　（第１節、第２節、第３節、第４節、第５節、第７節）

淡水導入の試験
　（第１節、第２節、第４節）

藻場の造成試験
　（第１節、第２節、第３節）

行徳湿地再整備事業
　（第１節、第２節、第４節）

後背湿地の再生
　

三番瀬の自然環境の把握 三番瀬自然環境調査事業
　（第２節、第９節）

三番瀬自然環境合同調査実施事業
　（第２節、第９節）

多様な環境の復元

漁場環境の改善

三番瀬漁場環境の改善
　（第３節）

アオサ対策
　（第２節、第３節）

ノリ養殖業の振興

アサリ漁業の振興

ノリ養殖管理技術の改善
　（第３節）

高水温耐性ノリ品種の改良
　（第３節）

アサリの資源生態に関する総合調査
　（第２節、第３節）

アサリ生産対策
　（第３節）

わかりやすい情報と三番瀬に触れ合う機
会の提供

地域住民の参加や地域活動の推進

インターネット等による情報発信
　（第11節）

広報拠点活用事業
　（第11節）

三番瀬フェスタ開催事業
　（第７節、第９節、第11節）

三番瀬再生事業の支援と広報
　（第11節）

三番瀬再生クラブ（仮称）の設立
　（第９節、第11節）

三番瀬再生キッズ育成事業
　（第９節、第11節）

多くの個人や団体が参加できる機会づく
り

広域的なネットワークづくり ビオトープネットワーク事業
　（第９節）

モニタリング方法、指標づくりの検討事業

　（第９節）

三番瀬自然環境ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築事業
　（第２節、第９節）

環境学習・教育事業
　（第８節）

海や浜辺の利用のルールづくり ルールづくりの検討
　（第７節）

人が海と親しめる場所や機会の確保

市川市塩浜護岸改修事業
　（第５節、第７節）

自然再生（湿地再生）事業
　（第２節、第４節、第５節、第７節）

安全かつ生態系に配慮した護岸改修

護岸の海側及び陸側における自然再生
への取組

多様な水・底質環境の回復 海老川流域水循環系の再生
　（第４節）

汽水域の復活、干出域の拡大

河川及び東京湾の水質改善（赤潮・青潮
の発生抑制）、青潮関連情報の提供

下水道の普及と高度処理
（第４節）

青潮関連情報発信事業
　（第４節）

干潟・浅海域

生態系・鳥類

漁業

水・底質環境

海と陸との連続
性・護岸

海や浜辺の利用

環境学習・教育

維持・管理

広報

東京湾の再生につな
がる広域的な取組

再生・保全・利用のための
制度及びラムサール条約
への登録促進

条例の制定

ラムサール条約への登録促進

再生・保全・利用のための条例制定
（第10節）

ラムサール条約への登録促進
　（第10節）

三番瀬の自然環境のモニタリング体制
の確立

三番瀬を活かし
たまちづくり

国、関係自治体等との連携による広域的
な取組
　（第９節、第１２節）

都市河川における生態系に配慮した護岸
整備（第４節）

合併処理浄化槽の普及
（第４節）

流域県民に対する啓発
（第４節）

産業排水対策
（第４節）

継続的事業

緊急・早期着手事業

中期的事業

現時点で、既に事業に着手しており、計画期間内は継続し、若しくは充実させて実施するもの

計画期間内に事業に着手するよう努めるもの

計画期間内は、事業化に向けて具体的な調査・試験・検討等を行い、５～１０年後に事業に着手するよう努めるもの
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第１次事業計画期間における施策目標と取り組む事業


